
令和５年度の主な成果
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長崎県総合水産試験場

ヒジキの養殖試験
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総合水産試験場の組織
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種苗量産技術開発センターの取組
１ 組織
１）魚類科・・・魚類の種苗生産に関する技術開発、養殖対象として優良種苗の育種、

採卵や仔稚魚の飼育管理に関する技術相談
２）介藻類科・・貝類の種苗生産・増養殖に関する技術開発、藻場造成および有用藻類の

増養殖に関する技術開発

２ 主な成果
１）新魚種種苗生産技術開発（ウスバハギ、

サバ類）、全雄トラフグの養殖試験

市場価値の高い白子を持つ雄のみを生産する全
雄トラフグについては、平成 30 年度から養殖現場
への普及を目指した試験に取り組んでおり、令和３
年度までに 15.4 万尾の全雄トラフグ養殖魚が出荷
されました。令和５年度から県内24業者が約30万
尾の種苗を用いた養殖試験を開始しています。

２）タイラギ人工種苗の量産および移植
有明海の特産種であるタイラギの資源回復に向

け、平成30年度から佐賀県、福岡県、熊本県および
国と連携して、人工種苗の生産や移植の技術開発を
行っています。人工種苗は各県地先に移植し、タイ
ラギ浮遊幼生の供給の場となる母貝団地の造成に
取り組んでいます。
長崎県では令和 2 年度 7 万個、令和 3 年度 4 万

個、令和4年度25万個、令和5年度は15万個の人
工種苗の量産に成功し、令和3年度に4. 9千個、令
和 4 年度に 4. 5 千個、令和 5 年度に 3.2 千個の計
12.6千個を諫早湾の海底や干潟へ移植しました。今
後も、タイラギ母貝団地の造成に向け、種苗生産及
び移植の更なる技術開発に取り組んでいきます。

ウスバハギ（36日齢 全長2.3cm）

マサバ（26日齢 全長6.4cm）

A︓生産した種苗（殻長約20ｍｍ）
B︓中間育成中の種苗（殻長50ｍｍ）
C︓母貝団地に移植するタイラギを挿入した装置

A

B C

長崎県の独自性、高成長などの優れた性質が期待
できる新しい養殖対象魚種であるウスバハギとサ
バ類の種苗生産技術開発に令和3年度から取り組ん
でいます。令和5年度の結果として、マサバは全長

全長6.8cmの稚魚約2.4千尾（生残率16%）を生産
することができました。ウスバハギは体長約7cmの
稚魚約0.5千尾を生産することができました。

6.2cmの稚魚約2.3万尾(生残率24%)、ゴマサバは
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長崎県総合水産試験場 

〒851-2213 長崎市多以良町 1551-4 
https://www.pref.nagasaki.jp/section/suisan-shiken/index.html 

■管理部（代表）        TEL 095-850-6293   FAX 095-850-6324 

■企画開発推進室    TEL 095-850-6294 

■漁業資源部 
海洋資源科      TEL 095-850-6304   FAX 095-850-6346 
栽培漁業科        TEL 095-850-6306 

■種苗量産技術開発センター 
魚類科            TEL 095-850-6312   FAX 095-850-6359 
介藻類科      TEL 095-850-6364   FAX 095-850-6367 

  ■水産加工開発指導センター 
加工科            TEL 095-850-6314   FAX 095-850-6365 

  ■環境養殖技術開発センター 
漁場環境科      TEL 095-850-6316   FAX 095-850-6374 
養殖技術科      TEL 095-850-6319   FAX 095-850-6366 


